
PEM29-06 会場:503 時間:4月 30日 10:30-10:45

AMATERASで観測された太陽電波バーストのスペクトル微細構造とその生成機構
Fine Spectral Structures and Their Generation Mechanisms for Solar Radio Bursts Ob-
served by AMATERAS
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コロナ中の粒子加速現象によって非熱的に加速された電子の一部は、メートル波帯域において電波放射を起こす。メー
トル波太陽電波バーストには 1秒未満の継続時間を持つスペクトル微細構造が多く存在することが知られている。これ
らは非熱的粒子が生成され電波を放射するまでの様々なプラズマ素過程において、プロセスの不均一性によって変調を
受けた影響と考えられ、太陽コロナを舞台に粒子加速や波動粒子相互作用といったプラズマ素過程を議論するうえで重
要な観測対象である。
本研究では、太陽電波望遠鏡 AMATERASの超高分解分光観測により、メートル波太陽電波バーストの一種である I型

バーストのスペクトル微細構造の観測に成功した。更にバーストのスペクトル構造を分解するための解析アルゴリズム
を開発し、個々のバーストの最大強度、継続時間、放射帯域幅の全てを分解することに成功した。その結果、バーストの
最大強度はべき乗分布し、そのべきは 2.9-3.3と、通常のフレア比べソフトな傾きを有していた。一方で、継続時間、放
射帯域幅は指数関数的に分布していた。バーストの最大強度、継続時間、放射帯域幅間の相関関係を調べた結果、これ
ら 3つのパラメータは互いにほぼ無相関であることが分かった。一方、個々のバーストの強度の時間変化率を成長率と
定義し、成長率と最大強度の相関を調べた結果、強い相関関係があることを発見した。以上の結果は、放射の種となる
非熱的粒子が生成された後、静電波の励起過程、電波の放射過程、伝搬過程で変調を受けた結果が I型バーストのスペク
トルに反映されていると考えることで説明できる。連続して放射されるバーストの成長率は時間変化し、その変化の時
定数はコロナ環境の変化の時定数に対して著しく大きかった。よって電波の放射源にはプラズマ環境の連続的な変化が
あり、そこからさまざまな成長率のバーストが同時多発的に放射され、それらが重なり合って観測されたと考えられる。
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